
 

 

様	
 式	
 Ｃ‐７‐１	
 

	
 

平成２２年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書)	
 
	
 
	
 

1.	
 機	
 関	
 番	
 号	
 １	
 ４	
 ６	
 ０	
 ３	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 2.	
 研究機関名	
 	
 奈良先端科学技術大学院大学	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

3.	
 研	
 究	
 種	
 目	
 名	
 	
 	
 	
 	
 若手研究（B）	
 	
 	
 	
 	
 4.	
 研究期間	
 	
 	
 	
 	
 	
 平	
 成	
 	
 21 年	
 度	
 	
 ～	
 	
 平	
 成	
 	
 22 年	
 度	
 

	
 

5.	
 課	
 題	
 番	
 号	
 2	
 1	
 7	
 0	
 0	
 4	
 5	
 0	
 

	
 

6.	
 研	
 究	
 課	
 題	
 名	
 	
 	
 	
 	
 人工毒素受容体を用いた糖尿病モデルマウスの作製	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

7.	
 研	
 究	
 代	
 表	
 者	
 

研	
 究	
 者	
 番	
 号 研 究 代 表 者 名 所	
  属	
  部	
  局 	
 名 職	
   名 
サイトウ	
 ミチコ	
 

4	
 0	
 3	
 7	
 9	
 5	
 5	
 8	
 
斉藤	
 美知子	
 

バイオサイエンス研究科	
 助教	
 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。)	
 

研	
 究	
 者	
 番	
 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職	
   名 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 昨年度に作製したトランスジェニックマウス(Tg)ラインの解析を行った。ヒトインスリンプロモー
ターを用いたラインに関しては、13ラインのTgマウスができ、そのうち8ラインが繁殖に成功した。
これらの2世代目もしくは3世代目を利用し、まず毒素投与により糖尿病を発症するかどうかをマウス
のLD50(500µg/体重kg)の1/10量である50µg/体重kg腹腔内投与して確認した。血糖値を１週間測定し
たところ、血糖値上昇が見られたのはhIns-TR6-2M3という1ラインのみであった。次に、このマウ
スに関して膵β細胞の分布、膵島形態異常が人工毒素受容体を用いることによって改善されたかどうか調
べるために、免疫組織学的解析を行ったところ、形態異常や細胞分布における異常は認められなかった。
しかし、毒素受容体の発現を受容体に融合したGFPにより確認したところ、一部のβ細胞にしか発現が認
められず、さらにα細胞での発現も認められた。一方、ラットインスリンプロモーターを用いたラインは
、10ラインのTgマウスができ、そのうち３ラインのみが繁殖できた。これらの2世代目もしくは3世代目
以降に毒素投与を行ったところ、１ライン(RIP-TR6-2F12)のみ血糖値上昇が観察された。免疫組織
学的解析により、このラインでは、正常なランゲルハンス島の形態、細胞の分布をとっていることが
確認できた。しかし、毒素受容体の発現が少なくまばらであった。以上より、人工毒素受容体を用い
て糖尿病モデルマウスを作製したところ、野生型毒素受容体を利用した場合に起こっていた異常の一
部が改善できた。しかし発現している細胞が少なく、毒素の効きが悪いことが想定される。今後、ホ
モ個体を作製してさらなる解析を行うことを予定している。	
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